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第１回検討会意見および対応 
 

意見 意見への対応 
（地震被害について）  
被災要因は、閉封飽和域（堤体）若しくは基盤の液状化と思われる。 
地震動慣性力等その他の要因は今日見た中では無いようだ。 

 

堤防被災は、液状化によるものであると思う。天端沈下量が注視されやすいが、側方へのはらみ出し量についてもきちんと把握しておく必要

がある。 
 視点：①沈下による体積変化量と側方流動による体積変化量は同程度か。 

（等体積せん断変形であるのか） 
    ②平成 15 年宮城県北部を震源とする地震時の被災と比較して、変形量は大きいのか小さいのか。 
     （地震動の大きさ、地震動継続時間の違い） 
     可能であれば、同程度の閉封飽和域厚を有する箇所で比較することが望ましい。 

・側方流動の分析 
○ 堤防変状についての変形図（横断図、平面図）から変形量を整理 

 →資料２－１、資料－３ 

被災要因は、閉封飽和域（堤体）若しくは基盤の液状化のどちらかであると思う。  
慣性力による被害は無い。  
閉封飽和域については、サクションの作用によって堤体内で地下水位が高くなっていると推測される。地下水涵養源を探るため、堤内側の地

下水位も高い箇所（例えば江合川福沼地区）では、堤内地の地下水位調査も必要である。 
また、風間委員のご意見にあった側方への移動量を把握するということは、今回の地震動の継続時間の影響を考慮するべきである、という大

変重要な指摘であると思う。 

・堤内地側の地下水位の計測 
資料－２－１に地下水調査実施箇所を明示 

地震動の継続時間の影響も考慮すべきであるが、余震の数も多いことから、どの時点でどの程度の変形量であったのか、について、可能な限

り把握しておくことが重要である。 
・被災の時間的変化の把握 
 志田橋（鳴瀬川）部におけるＣＣＶ静止画像について整理 →Ｐ３ 

追加調査について、被災箇所と近接する無被災箇所では、外力（地震動）は必ずしも同一ではない。今後も余震が続くと思われるので、両者

に簡易地震計を設置して、余震を捉えることも需要である。 
・小型地震計について、下中ノ目地区（鳴瀬川）、渕尻上流地区（江合川）に設置を予定  
→Ｐ５ 

閉封飽和域の液状化によるものについては、地下水位の調査が大変重要である。下部粘性土層の過剰間隙水圧が上昇している可能性もあるた

め、ボーリングで液状化層を抜かない等注意深く調査する必要がある。 
 

(津波被害について)  
背後地形や引き波の影響がある。越水時にのり尻から堤体が剥ぎ取られており、のり尻の強度について着目する必要がある。河口部堤防から

海岸堤防に接続しているような構造が不連続な箇所が被災を受けている。 
 
 

押し波、引き波の流れの把握が大事、河川だけでなく堤内地の地形も含めて調査すべき。 
被災した堤防のパラペット等の飛散した距離を把握しておくことも重要である。 

・阿武隈川荒浜地区の特殊堤パラペットの飛散状況について整理 →Ｐ１０ 
 

破堤している区間は、構造が不連続な箇所、特殊堤区間、正面（法線直角方向）から津波が来襲している、という特徴がある。また、越水が

生じた区間では、堤防の半断面消失、全断面消失があり、河道及び堤内地側の両側から津波を受けた堤防では、表面植生の剥がれや堤防の痩

せが見受けられる。 
越流水深の大小が被災の大小に影響している。例えば、背後地の湛水位がウォータークッションとなって、被害が軽減された箇所もある。 
津波の越水被害については、越水深、越水の継続時間、プール深さ（堤内側水深）の３点が重要である。 

・測量結果等から事実関係を可能な限り整理予定 

堤内地、河道の両側の水位差が少ない箇所では被害が少ない。  
地震による堤防被災については、本検討会の検討方針で明らかになると思うが、津波による堤防被災については、困難な検討課題であると思

う。 
 

津波による堤防被災については、外力と被害の関係についての整理が重要であると考えている。  
指摘を受けた調査項目については、可能な限り実施したい。  
「調査・検討の内容」（資料－３）について、修正意見があれば具体的に伺いたい。  
“津波高は考慮しない”（Ｐ２）とあるが、考慮しない理由を明記すること。語句の独り歩きが憂慮される。 ・「津波高は考慮しない」いう表現は「今回の高さの津波高は考慮しない」と改める 
資料－４について、基準水位を元に戻す意味を説明して欲しい。（検討会内で回答済み）  
今回の地震動によって、深く傷んでいる箇所がある。堤防の傷み方に応じた設定という危機管理が重要ではないか。  
地盤工学会では、今回の被災を踏まえ、新たな課題として次の３点を考えているので、紹介したい。 
・構造物周辺（橋脚と堤防などの異種構造物の接合部）の被災形態の把握と対策 
・津波による堆積物の盛土等への利用可能の可否 
・地殻変動の影響評価 

 

地震によるものと津波によるものといった現象をきれいに２つに分けているが、地震動作用後に津波が来襲していることから、本来はきれい

に分けられるものではない。 
メカニズムを理解するためにも、なぜ被災しなかったのかを、きちんと評価しておくことが重要である。 

・名取川右岸河口部における地震直後の写真では津波来襲前に液状化が確認されている。 

→Ｐ１５ 

検討会のスケジュールについて、意見が無かったため、異議無しとしたい。 
また、検討方針について、地震によるものは、今回地震での再度災害防止を、津波被災の河川堤防については、海岸堤防と調整しながら復旧

を目指す。ということにしたい。(委員全員同意) 
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3/11 14:40 地震発生後（3/11 14:50）

3/31 11:00

東北地方太平洋沖地震（M9.0）発生
推計震度6弱

4/4 10:10

志田橋CCTV静止画像

3/11 15:20 3/11 15:40

余震
M7.4（15:08）推計震度4、
M7.7（15:15）推計震度4

余震
M7.5(15:25)推計震度4

余震（M7.4）4/7 23:32発生

余震発生後（4/8 12:00） 4/12 12:00

4/16 12:00 4/18 12:00
4/21 11:40

降雨（4/19 17:00～4/20 5:00）
大崎雨量観測所 累加雨量 9mm

4/19 17:20



江合川左岸渕尻地区における地震計計画箇所 【概要】

【目的】
今後の余震を捉え被災堤防
及び無被災箇所における地
震動の伝わりを把握するた
め地震計の設置を計画して
います。

被災箇所 無被災箇所



江合川左岸渕尻地区における地震計計画箇所 【概要】



鳴瀬川左岸下中の目地区における地震計計画箇所 【概要】

地震計設置箇所（案）

被災箇所

無被災
箇所



鳴瀬川左岸下中の目地区における地震計計画箇所 【概要】

鳴瀬川

鳴瀬川

現場内作業路のため
法尻から若干離れた
場所に設置する

緊急避難路のため
法尻から若干離れた
場所に設置する



小 型 地 震 計 の 例

A機器

B機器

A機器 B機器

小型地震計の例
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阿武隈川河口における津波被災後の状況（パラペット飛散状況）

パラペット詳細図
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阿武隈川右岸下流部 （荒浜地区） 垂直写真 平成２３年 ４月 ５日撮影
【地震被災前(平成22年10月2日)】 【地震被災後(平成23年3月23日)】【地震被災直後(平成23年3月12日)】
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【地震直後の液状化写真】

【津波被災後の同位置箇所写真】

名取川河口部 液状化状況写真

(地域住民からの提供）

(地域住民からの提供）




